④共同著作権に関する利用許諾の確認について

・共有著作権は、その共有者全員の合意によらなければ、 行使することができない（著作権法第65条第2項） となっています。

・したがって、学外研究者も含めた全著者の許諾が必要となりますので、下記共著での許諾書を学位申請後速やかに提出してください。
＜別紙３＞

共著での許諾書（見本）
	同 意 承 諾 書
○○○○氏提出の博士論文中，私と共著（共同研究）の下記部分については、○○○○氏の博士論文とすることを承諾いたします。
また、(どちらかにチェックを入れてください)

□ 本文全体を「立命館大学学術成果リポジトリ運用ガイドライン」にしたがって、「立命館学術成果リポジトリ（R-Cube）」で公表することを承諾いたします。
□ 本文全体を公表することには承諾せず、代わりに学位申請者作成の「論文内容の要約」について「立命館学術成果リポジトリ（R-Cube）」で公表することを承諾いたします。
記
(1) 昭和○○年○○月 ○○○○○○雑誌 ○○巻 ○○～○○頁
「○○○○○○○○○○○」 （ 著者名を論文の通りにすべて列挙 ）
(2) 平成○○年○○月 ○○○○○学内誌 ○○号 ○○～○○頁
「○○○○○○○○○○○」 （ 著者名を論文の通りにすべて列挙 ）
(3) 平成○○年○○月 ○○○○○学会誌 ○○月号○○～○○頁
に公表予定
「○○○○○○○○○○○」 （ 著者名を論文の通りにすべて列挙 ）
２０〇〇年〇〇月〇〇日
共著者（共同研究者）
氏 名 ㊞
（ 自 署 ）



⑤個人情報に関する利用許諾の確認について

　博士論文の中に個人情報が含まれている場合は、個人情報保護の観点から必ず個人情報を提供した個人や団体に対して、インターネット公表することについて許諾を得てください。なお、許諾を得ることが困難な場合は、学位申請をされた研究科事務室までご相談ください。
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